兵庫県ボート協会会則
第一章　総　　則

第一条（名称）本協会は「兵庫県ボート協会」という。

第二条（目的）本協会は兵庫県における体育活動を振興し、ボート競技の普及発展に努め健全明朗なる県民生活と心身練磨、体位向上に貢献することをもって目的とする。

第三条（事業）本協会はその目的を達成するため、次の事業を行う。

一．兵庫県下各選手権の開催並びに日本ボート協会、関西ボート連盟、地域協会主催の競漕会に対する援助。

二．ボート競技に関する研究並びに指導。

三．ボートの普及振興のための諸事業。

四．会員の安全・衛生に関する指導並びに援助

五．その他本協会の必要と認める事項。

第四条（事務局）本協会の事務所を事務局に置く。

第二章　会　　員

第一節　通　　則

第五条（組織）本協会会員は、正会員、賛助会員をもって構成する。

第二節　正　会　員

第六条（正会員）正会員とは兵庫県内で組織されたボート団体の本協会への選手登録したるものであって所定の会費及び登録料を納入したものをいう。

第三節　賛助会員

第七条（賛助会員）

賛助会員とは、第二条にかかげる本協会の目的に賛同し、精神的、物質的援助を与える後援者並びに後援団体にして本協会に登録し、賛助会費を納入したものをいう。
 

第三章　役　　員

第一節　通　　則

第八条（役員）本協会は次の役員を置く。

　　　一．会　長　　 １名

　　　二．副会長　　 若干名

　　　三．理事長　　 １名

　　　四．副理事長　 若干名

　　　五．常任理事　 若干名

　　　六．理　事　　 若干名
　　　七．監　事　   2名

第九条（名誉会長、名誉顧問、顧問、参与）本協会に前条のほか常任理事会の決議により、名誉会長、名誉顧問および顧問、参与をおく事が出来る。
第十条（役員の任期）役員の任期は２ヶ年とする。ただし重任、再任を妨げない。

第二節　会長

第十一条（会長の選出）会長は、常任理事会の推薦により総会で選出する。

会長は理事及び常任理事の資格を有する。

第十二条（会長の職務権限）会長は、本協会を代表し、会務を総覧する。
第三節　副会長

第十三条（副会長の選出）副会長は、会長の推薦により総会で選出し、会長これを委嘱し理事及び常任理事の資格を有する。

第十四条（副会長の職務権限）副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは、これを代理する。
第四節　理事長

第十五条（理事長）理事長は常任理事の互選により選出し、会長これを委嘱する。

第十六条（理事長の職務権限）（第一項）理事長は、常任理事会を総括し、本協会の常務を掌る。

（理事長の資格）（第二項）理事長は、会長、副会長事故ある時は、これを代理する。

第五節　副理事長

第十七条（副理事長）副理事長は理事長の推薦により総会で選出し、会長これを委嘱する。

副理事長は理事及び常任理事の資格を有する。

第十八条の一（副理事長の職務権限）副理事長は、本協会の事務、財務を掌理する。

第十八条の二（副理事長の資格）副理事長は、理事長事故ある時は、これを代理する。

第六節　常任理事

第十九条（常任理事の選出）常任理事は、理事の互選により総会で選出し、会長これを委嘱する。

第二十条（常任理事の職務権限）常任理事は常任理事会を構成し、総会の決議に従い本協会運営の常務を掌る。

常任理事は、会務遂行上業務を分担する事ができる。

第七節　理事

第二一条（理事の選出）理事は、加盟団体より１名推薦し、会長これを委嘱する。また、前項に拘らず常任理事の推薦により総会の承認を経て会員資格を有するボート人、ボート愛好者又は後援者を理事とすることができ、会長これを委嘱する。

第二二条（理事の変更通知）加盟団体理事変更の場合は、遅滞なく会長に届けなければならない。

第八節　監事

第二三条（監事の選出）監事は理事の互選により総会で選出し、会長これを委嘱する。

第二四条の一（監事の職務権限）監事は本協会の経理状況及び理事の会務執行を監査する。

第二四条の二（監事の監査報告義務）監事は総会において監査報告をしなければならない。

第九節　顧問、参与

第二五条（顧問、参与の選出）顧問、参与は第九条の規定により選出し、会長これを委嘱する。なお、顧問、参与に選出される者は、賛助会費を納入していなければならない。ただし、常任理事会の認めた場合はこの限りでない。
第二六条（顧問、参与の職務権限）顧問は会長の諮問に応じ、参与は本協会の会務に参画する。

第十節　雑則

第二七条（専門部の設置）本協会は事務遂行のため次の専門委員会を置く。

　　１）総務委員会　２)財務委員会　３）審判委員会　４）競技委員会　

５）水路・施設委員会　６）強化委員会　７）地区・普及委員会　

８）障がい者委員会　９）中体連委員会　１０）高体連委員会　１１）大学委員会　
１２）社会人委員会　１３) 事業委員会　１４) IT推進委員会
第二八条（専門委員長の選出）各専門委員長は常任理事会において推薦し、会長これを委嘱する。

専門委員長は常任理事、理事の資格を持つ。

第ニ九条（専門委員の選出）各専門委員は各専門委員長が推薦し、常任理事会の承認を得て、会長これを委嘱する。

　　　　　　　　　　　　　　各専門副委員長は理事の資格を持つ。

第三十条（専門委員会の新設、廃止）専門委員会の新設、廃止は常任理事会において協議し総会の承認を得る。

第三一条（役員の補充）役員に欠員を生じ補充の必要ありと会長の認める場合には暫定的に常任理事会にて選出し、総会の承認を必要とする役員に就いては、次期総会でこれを承認又は変更する。

　　　　　　　　　　　補充役員の任期は、前任者の残任期間とし増員に対する役員の任期は他の役員の残任期間とする。

第4章 会議

第一節　総会

第三ニ条　総会は、会員をもって構成し、本協会の最高決議機関である。

第三三条の一（総会の定足数）総会は、会員の三分の一の出席をもって成立する、議事は出席者の過半数でこれを決する。
第三三条の二（総会の委任状による代理）会議に出席出来ない者は、委任状をもって代理することが出来る。

第三四条（総会の決議事項）次の事項は総会の決議を経なければならない。

一．予算、決算の決定承認に関する事項

二．会則の変更に関する事項

三．年度行事に関する事項

四．会長、副会長、常任理事、監事の選出に関する事項

五．日本ボート協会及び関西ボート連盟への派遣役員選出に関する事項

六．会員の除籍に関する事項

七．その他重要なる事項

第三五条の一（総会の議長及び副議長）総会の議長は会長これにあたり、副議長は副会長これに当たる。

第三五条の二（総会の議長および副議長の代理）会長事故あるときは副会長が議長となり、

副議長は他の副会長または理事長これに当たる。

第三六条（総会の議事録の作成）総会の議事は事務局長が作成する。

第三七条（定例総会と臨時総会）総会はこれを定例総会と臨時総会に分ける。

第一款　定例総会

第三八条（定例総会の招集）定例総会は毎年１回会長これを招集する。

第三九条（定例総会の会期）定例総会は原則として会計年度の初めに開催する。
第二款（臨時総会）

第四十条（臨時総会の招集）臨時総会は次の場合第三八条の手続きを経て臨時に開催する。

一．総会処理事項が発生した時

二．会長が開催理由を示し、総会の招集を請求した時

三．常任理事会が開催理由を示し、総会の招集を請求した時

四．監事２名が開催理由を示し、総会の招集を請求した時

五．理事の３分の１以上が開催理由を示し、総会の請求をした時

第四一条の一（常任理事会の組織）常任理事会は会長、副会長、理事長及び常任理事をもって構成する。

第四ニ条（常任理事会の定足数）常任理事会は構成人員の３分の２以上の出席をもって成立し、出席者の過半数の同意をもって議決する。

第四三条（常任理事会の権限）常任理事会は総会で議決された事項は忠実に執行しなければならない。

第四四条（常任理事会の招集）常任理事会は理事長又は常任理事が必要を認めたとき、理事長これを招集する。

第四五条の一（常任理事会の議長）常任理事会の議長は、理事長これに当たる。

第四五条の二（常任理事会の議長の代理）理事長事故ある時は、副理事長がこれにあたる。

第四六条の三（常任理事の議事録の作成）常任理事会の議事については、議事録を作成しなければならない。

第5章 会計

第四七条（経費）本協会の経費は、次記により支弁する。

一．会　費

二．出漕料

三．政府又は公共団体より交付される補助金

四．寄付金

五．その他

第四八条（会期）本協会の会計は、毎年１月１日に始まり、１２月３１日に終わる。

第四九条（決算の承認）本協会決算は、定例総会開催日より１０日以前に監事の監査を受けることとし、総会の承認を要する。

第五十条の一（会費）本協会の加盟団体及び会員は、１会計年度又は、その端数に付本協会の指定する所定の時期に次の会費を納入しなければならない。

（一）正会員費

	　
	
	兵庫県ボート協会費
	日本ボート協会費

	
	
	
	団体
	個人

	一般・クラブ

大学・高校
	１団体につき
	13,000円
	5,000円
	1,000円

	中学
	
	6,500円
	―
	500円


（二）賛助会員費

　　　　　各個人、法人、団体毎に、3,000円以上。

第五十条の二（日ボの会費負担）日本ボート協会に納付する会費は、上会費に含むものとし、本協会より納付する。
第6章 資格喪失

第五一条の一（資格喪失）本協会の会員にしてオアズマンシップにもとり、著しく本協

会の目的に反する言動ありと認められる場合は総会の承認を経て、会長これを除名し日本ボート協会並びに関西ボート連盟に届け出する。

第五一条の二（会費滞納による資格及び出漕権喪失）本協会の加盟団体又は会員で２会

計年度以上にわたり滞納する場合は、自動的に本協会加盟資

格を失い、当協会主催の競漕大会出漕資格を喪失する。

第7章 付則

第五ニ条の一（競技者規定）競技者に関する規定は、日本ボート協会の規定に従う。

第五ニ条の二（日ボ、関ボ規定の準用）本会則に明記しない事項については、日本ボ

ート協会及び関西ボート連盟規約を準用する。

第五ニ条の三（表彰規定）次の事項にあてはまる個人、団体にたいして常任理事会の承認を経て会長は、その年の総会の席上において表彰する。

（一項）本協会の発展に功績のあった個人又は団体

（二項）全国大会において優勝、若しくはそれに準ずる顕著な成績をあげた個人又は団体

第五ニ条の四（国体派遣選手の選考）強化委員会はその年の県民体育大会の結果を参考にして、最強のチームとなるように、チーム構成、選手選考を行い、競漕委員会の助言を得て、会長これを決定する。

第五ニ条の六（国体選手の名称）名称はすべて兵庫選抜とする。

第五ニ条の七（本規則の発効）改定された本規則は平成２３年２月１９日より発効する。

　(平成23年2月19日  一部改正)
(平成22年2月27日  一部改正)

(平成21年2月28日  一部改正)

　(平成19年3月3日   一部改正)

（平成18年3月4日   一部改正）

（平成17年2月26日  一部改正）

（平成16年3月6日   一部改正）

（平成11年3月6日   一部改正、名称変更）

（平成８年3月2日    一部改正）

（昭和32年3月改正）
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